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1. 趣旨
保健物理分野における最近の研究成果や放射
線防護に係る国内外における議論の動向を整
理しつつ、原子力安全に直結する短期的、中
長期的な課題を抽出する。

特に防災や緊急時対応に関連の深い、原子力
施設における平常時及び事故時の安全管理と
被ばくの評価について、オフサイトとオンサ
イトの両方の観点から、保健物理・環境科学
部会と原子力安全部会の連携協力の下、議論
を深めていく。



2. 演題

原子力安全にかかる保健物理分野の動向（飯本）
原子力安全に直結する保健物理分野の規制科学的な論点を整理

IAEA-RASSC（放射線安全基準委員会）等を中心とした最近の国際動向を概観

関連する内容を扱う保健物理・環境科学部会での最近の議論を紹介

原子力安全部会との分野接点を探る（総合討論・意見交換へ）

教訓に学ぶ原子力防災と保健物理・環境科学（嶋田）

緊急時モニタリングに関する動向と論点（橋本）

大気拡散モデルの進展と課題（永井）
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国際原子力機関（IAEA）の動向

STANDARDS
●IAEA安全基準の構造 「３段階の階層構造」

安全原則
Safety 

Fundamentals

防護と安全の目的、概念および
原則を提示し、安全要件の基礎
を提供する。

安全要件
Safety Requirements

安全を確保するために満足されなけれ
ばならない要件を規定する。
(R):Requirements

安全指針
Safety Guides

安全要件を満足するための措置
（actions）、条件（conditions）、　
手続き（procedures）を勧告する。
(G):Guide



「安全要件」と「安全指針」

☟

「一般」と「個別」で構成

一般安全要件

General Safety 
Requirements

一般安全指針

General Safety Guides

安全原則

Safety 
Fundamentals

個別安全要件

Specific Safety Requirements

個別安全指針

Specific Safety Guides

国際原子力機関（IAEA）の動向

STANDARDS

https://www.iaea.org/publications/search/type
/safety-standards-series



●一般安全要件の現状

第２巻 「安全に対するリーダーシップとマネジメント」（2016）
Part 2.  Leadership and Management for Safety

第１巻 「安全のための行政上、法令上および規制上の枠組み」（Rev.1）(2016)
Part 1.Governmental, Legal and Regulatory Framework for Safety (Rev. 1)

第３巻 「放射線防護と放射線源の安全：国際基本安全基準」（2014）
Part 3. Radiation Protection and Safety of Radiation Sources: 
International Basic Safety Standards

第４巻 「施設と活動のための安全評価」（Rev.1）(2016)
Part 4.Safety Assessment for Facilities and Activities (Rev. 1)

第５巻 「放射性廃棄物の処分前管理」(2009)
Part 5. Predisposal Management of Radioactive Waste

第６巻 「施設のデコミッショニング」 (2014)
Part 6. Decommissioning of Facilities
第７巻 「原子力又は放射線緊急事態への準備と対応」
（2015）
Part 7. Preparedness and Response for a Nuclear or 
Radiological Emergency



国際原子力機関（IAEA）の動向

STANDARDS

我が国の放射線防護及び原子力災害対策
へ反映すべき国際動向の調査について

(原子力規制庁 国際放射線防護調査事業)

国際放射線防護調査専門委員会

参考文献：原子力規制庁 令和４年度放射線対策委託費
（国際放射線防護調査）事業報告書



ドラフト安全基準：DS（Draft Standard）+通し番号
旧体系下で出版された安全基準の付番：○S－●－X.Y
 頭文字から

共通安全：GS（General Safety） 原子力安全：NS（Nuclear Safety）
放射線安全：RS（Radiation Safety） 廃棄物安全：WS（Waste Safety）
輸送安全：TS（Transport Safety）

 中間の符合

安全要件：R、安全指針：G、（安全原則は、１件のみでSF-1となっている）

X.Y番号

X：安全要件は、上記５つの安全に個別に付番（通し番号）

安全指針は、ガイダンスの元になる安全要件の番号

Y：安全指針のみ、○S－R－Xに基づき策定された安全指針の通し番号

（例） WS-G-2.1：WS-R-2を元に策定された１番目の安全指針を指す。

国際原子力機関（IAEA）の動向

STANDARDS

【参考情報】



ID 文書名 予定

DS504
Arrangements for Preparedness for Nuclear or 
Radiological Emergencies（原子力または放射線緊急事態への
準備と対応のための取り決め）

2023 年 12 月：第 17 回EPReSC会合に
てStep11承認見込

DS519
Protection of Workers Against Exposure due to Radon（ラ
ドンによる被ばくに対する作業者の防護）

2023 年 11 月：第 55 回 RASSC会合に
て Step11 承認見込

DS527
Criteria for use in Preparedness and Response for a 
Nuclear or Radiological Emergency（原子力又は放射線の緊
急事態への準備と対応に用いる判断基準）

〇2023 年第 1 四半期：Step 10 
〇2023 年第 2 四半期：Step 11

DS534
Protection Strategy for a Nuclear or Radiological 
Emergency（原子力又は放射線緊急事態に対する防護戦略）

〇2023 年第 1 四半期：Step6 
〇2023 年第 2 四半期：Step7 
〇2023 年第 3～第 4 四半期：Step8 
〇2023 年第 4 四半期～2024 年第 1 四
半期：Step9 
〇2024 年第 1 四半期：Step 10

DS540
Radiation Safety for Industrial Radiography（工業用ラジ
オグラフィーにおける放射線安全）

〇2023 年：Step7 

DS544
Radiation Protection and Safety in Existing Exposures（
現存被ばく状況における放射線防護と安全）

〇2023 年～2024 年：Step5。本文案完
成
〇2023 年末：TM 開催予定
〇2024 年 11 月：Step 7 

DS545
Radiation Safety of Gamma, X Ray and Electron Beam 
Irradiation 
Facilities（ガンマ線、X 線、電子線照射施設の放射線安全）

〇2023 年～2024 年：Step5。本文案完
成
〇2025 年 6 月：Step 7

DS549

Control of Orphan Sources and Other Radioactive Material 
in the Metal Recycling and Production Industries（金属リ
サイクル業及び製造業における身元不明線源及びその他の放射
性物質の管理）

2024 年第 4 四半期：Step 7関連委員会
レビュー



最近の保健物理・環境科学部会主催企画

2023年春の年会

「都市域での放射線テロ対策の最前線」

日時：令和5年3月14日（火） 13:00-14:30 
B会場

場所：東京大学駒場キャンパス

座長：永井 晴康(JAEA)

(1) 核セキュリティ対策に資する検知技術
と初動対応 土屋 兼一（科警研）

(2) 局所域高分解能大気拡散・線量評価シ
ステムLHADDASの開発と放射線テロへの応
用 中山 浩成 (JAEA)

(3) 総合討論：放射線テロ対策にシミュ
レーション情報をどのように活用したら良
いか？

2022年秋の大会

「緊急時放射線モニタリングの現状と課題」

日時：令和4年9月7日（水） 13:00-14:30 
I会場

場所：茨城大学日立キャンパス

座長：山澤 弘実(名大)

(1) 緊急時モニタリングの現状と学術界へ
の期待 佐々木 潤（規制庁）

(2) 福島での環境放射線モニタリングの経
験と教訓 眞田 幸尚 (JAEA)

(3) 原子力緊急時支援・研修センターの活
動 宗像 雅広（JAEA）

http://www.aesj.or.jp/~hobkan/



最近の保健物理・環境科学部会主催企画

2022年春の年会

「放射線防護に関する学会連携活動と今
後の展開」

日時：令和4年3月17日（木）13:00-14:30 
F会場

場所：オンライン開催

座長：橋本 周(JAEA)

(1) 放射線防護アンブレラ事業の概要 神
田 玲子（QST）

(2) 職業被ばくの線量登録管理制度の検討
吉澤 道夫 (JAEA)

(3) 原子力緊急時の放射線防護に関する専
門家の育成・確保の取り組み 高田 千恵
（JAEA）

(4) 実効線量と実用量に関するWGの活動
佐々木 道也（電中研）

2021年秋の大会

「大気拡散モデルの原発事故環境データ
による評価とその緊急時応用」

日時：令和3年9月8日（水） 13:00-14:30 
M会場

場所：オンライン開催

座長：山澤 弘実(名大)

(1) 先端大気拡散モデルの現状と性能評価
佐藤 陽祐（北大）

(2) 大気拡散モデルの応用 寺田 宏明
(JAEA)

(3) 大気拡散モデルの緊急時利用法の検討
山澤 弘実（名大）

http://www.aesj.or.jp/~hobkan/



最近の保健物理・環境科学部会主催企画

2021年春の年会

「トリチウムの保健物理研究最前線」

日時：令和3年3月19日（金） 13:00-14:30 M
会場（Zoomルーム13）

場所：オンライン開催

座長：横山 須美(藤田医大)、波多野 雄治
（富山大）

(1) トリチウムの環境動態研究 柿内 秀樹
（環境研）

(2) トリチウムの体内動態研究 増田 毅
(環境研)

(3) 遺伝子改変マウスを用いたトリチウムの
生体影響研究 馬田 敏幸（産業医科大）

(4) 総合討論 安齋 貴寛（福島県環境放射
線セ）、城谷 勇陛（海生研）、藤原 健壮
（JAEA）

2020年秋の大会

「放射線影響分科会の活動と今後の展望」

日時：令和2年9月18日（金） 13:00-
14:30 A会場（Zoomルーム1）
場所：オンライン開催
座長：占部 逸正(福山大名誉)
(1) 放射線影響分科会に関連する保健物
理・環境科学部会の活動 服部 隆利（電
中研）
(2) 環境モニタリングの現状と放射線工
学部会の活動 眞田 幸尚 (JAEA)
(3) 総合討論-今後の展望・放射線影響の
観点から- 保高 徹生（産総研）、万福
裕造（農研機構）

http://www.aesj.or.jp/~hobkan/



最近の保健物理・環境科学部会主催企画

2019年秋の大会

「中長期の保健物理・環境科学研究の方
向性」

日時：令和元年9月13日（金） 13:00-
14:30 D会場

場所：富山大学 五福キャンパス

座長：飯本 武志(東大)

(1) 量研（QST）の放射線影響・被ば
く医療研究 吉田 聡（QST）

(2) 保健物理・環境科学研究における
原子力機構の役割 植頭 康裕
(JAEA)

(3) 総合討論

2019年春の年会

「学生・若手研究者たちが考える保健物
理・環境科学研究」

日時：平成31年3月20日（水） 13:00-14:30 H
会場

場所： 茨城大学 水戸キャンパス

座長： 斉藤 拓巳(東大)

(1) 1F廃炉のための放射線分布測定研究 寺
阪 祐太 (JAEA、名大) (2) 水底の底質中放
射性セシウム分布のモニタリング技術につい
て 越智 康太郎 (JAEA) (3) 有人ヘリコプ
ターを用いたモニタリングについて 普天間
章 (JAEA) (4) 上空からの放射線測定の高
度化 佐々木 美雪 (JAEA、名大) (5) 事故
初期における住民への影響を評価する上での
課題 廣内 淳 (JAEA) (6) 現存被ばく状況
における放射線防護の課題 三輪 一爾
(JAEA、東大)

http://www.aesj.or.jp/~hobkan/





2. 演題

原子力安全にかかる保健物理分野の動向（飯本）
原子力安全に直結する保健物理分野の規制科学的な論点を整理

IAEA-RASSC（放射線安全基準委員会）等を中心とした最近の国際動向を概観

関連する内容を扱う保健物理・環境科学部会での最近の議論を紹介

原子力安全部会との分野接点を探る（総合討論・意見交換へ）

教訓に学ぶ原子力防災と保健物理・環境科学（嶋田）

緊急時モニタリングに関する動向と論点（橋本）

大気拡散モデルの進展と課題（永井）
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